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１ 航空事故調査の経過

１.１ 航空事故の概要

日本航空株式会社所属ボーイング式７４７-４００型ＪＡ８０７６は、平成９年 

４月１４日、同社の定期４０６便としてシャルルドゴール空港から新東京国際空港 

へ向けて飛行し、１４時５０分ごろ、大子ＶＯＲＴＡＣの南方約５０km、気圧高度 

１５，０００ft付近において乱気流に遭遇した。

同機には、機長ほか乗組員１８名及び乗客２７０名計２８９名が搭乗していたが、 

そのうち１名が重傷、８名が軽傷を負った。

１.２ 航空事故調査の概要

1.2.1 調査組織

航空事故調査委員会は、平成９年４月１５日、本事故の調査を担当する主管調査 

官ほか１名の航空事故調査官を指名した。

1.2.2 調査の実施時期

平成９年４月１５日～１６日 事実調査及び飛行記録装置の記録読み取り



1.2.3 原因関係者からの意見聴取

意見聴取を行った 。

２ 認定した事実

２.１ 飛行の経過

ＪＡ８０７６は、平成９年４月１４日、日本航空株式会社定期４０６便として乗組 

員１９名及び乗客２７０名計２８９名が搭乗し、０３時１５分（現地時刻１４時１５ 

分）、新東京国際空港へ向けてシャルルドゴール空港を離陸した 。

事故に至るまでの経過は、機長及び副操縦士によれば概略次のとおりであった。

シャルルドゴール空港の出発に先立って、同社パリ支店パリ空港所航務セクシ 

ョンにおいてブリーフィングを受けた。日本周辺の天気図を確認し、日本海に弱 

い低気圧があるが、日本上空は高気圧に覆われており、気象に係る問題はないと 

思った。また、そのブリーフィングの中で、シベリア経路上の３地点で乱気流の 

可能性があることについても説明があったので、その旨を出発前の機内において 

客室乗務員に伝えた。離陸１０時間後に弱い乱気流を経験した。

新潟ＶＯＲＴＡＣ手前で、ＡＣＡＲＳ（Aircraft Communication Addressing 

and Reporting System）により、「成田進入管制区の気流はスムーズ。ただし、 

気圧高度３，０００ft以下では気流の乱れあり。」との情報を入手した。降下開 

始後、管制官から、大子ＶＯＲＴＡＣの南２０nmile、フライト・レベル１８０ 

において、他社の航空機が並の乱気流に遭遇した旨のＰＩＲＥＰ（Pilot Report） 

を得た。

大子ＶＯＲＴＡＣ付近で、予定飛行経路上に、もこもことした積雲の中に雲頂 

２０，０００ftほどの積乱雲を視認し、機上レーダにおいても確認した。その積 

乱雲を回避するため、東京航空交通管制部及びその後の管制業務を引き継ぐ成田 

ターミナル管制所の管制官から経路逸脱の許可を得て回避操作をとった。客室乗 

務員には機内電話で、５分後に大きな揺れがあると伝え、シートベルト着用サイ 

ンを点灯した。

回避操作及び降下操作を行いつつ、注意喚起の意をこめて再度、シートベルト 

着用サインを２度連打した。その２分後に雲に入り、機上レーダのエコーの弱い 

部分を飛行した。揺れが続き、雲中飛行になって2分後に大きな乱気流に遭遇し 

た。雲の中では、ひょう（雹）が降っていた。ＦＬ１４０ほどだったと思う。そ 

の後約３，５００ftの雲底を抜けるまで、揺れが続いた。

（付図１参照）



複数の客室乗務員によれば、概略次のとおりであった。

操縦室から、５分後に大きな揺れがあるとの知らせを受け、機内放送で乗客と 

同僚の客室乗務員に知らせ、ギャレーを片づけ、急いで着席してシートベルトを 

着用した。その後、がたがたと揺れが来て、ひょう（雹）が当たる音がした。ジ 

ェットコースタのような大きな上下動の揺れが３回あった後、大きな揺れがきた。

客室後部のエコノミークラスで乗客の悲鳴があった。

重傷を負った乗客は、乱気流遭遇時、客室最後部の化粧室を使用しており、揺 

れがおさまった後に自力で化粧室から出て、客室乗務員の座るシートに放心状態 

で座っていた。着陸時に本人から怪我の申し出があったので、本人の席まで連れ 

添って着席させた。

負傷した外国人客室乗務員は、天井に打ちつけられ、床にうずくまっていた。

揺れがおさまった後、操縦室から負傷者の状況、救急車の手配の必要性につい 

て聞かれ、外国人客室乗務員の状況について報告したが、その時点では、乗客の 

負傷状況は把握できなかった。着陸後の地上滑走の時に車椅子の手配を会社に依 

頼した。

負傷した外国人客室乗務員によれば、概略次のとおりであった。

日本語が分かる外国人客室乗務員から英語で、５分後に揺れがくると知らされ、 

早くギャレーを片付けなければと思い、作業を続けていた。大きな揺れがくると 

は知らされていなかった。大きな揺れがきたので、床にしやがみ込み、乗務員用 

の座席をつかもうとしたが、つかみきれずに体が浮き上がった。天井に頭を何度 

ぶつけたか覚えていない。

また、負傷した複数の乗客によれば、概略次のとおりであった。

負傷した乗客は、化粧室使用等のため、シートベルトを着用していなかった。 

また多くは、シートベルト着用のサインの点灯について覚えておらず、客室乗務 

員が着席を促すアナウンスに気づかなかった。

負傷者は、天井まで跳ね上げられ、床若しくは壁にたたきつけられた 。

事故発生地点は、大子ＶＯＲＴＡＣの南方約５０km、気圧高度１５，０００ft付近 

で、事故発生時刻は、１４時５０分ごろであった。

２.２ 人の死亡、行方不明及び負傷

乗客１名が重傷、乗客７名及び外国人客室乗務員１名計８名が軽傷を負った。なお、 

負傷した乗客はすべて日本人であった。

乱気流に遭遇した時、負傷した乗客及び外国人客室乗務員の所在とそれぞれの診断 

結果は、概略次のとおりであった。



（1）重傷を負った乗客は、客室最後部に備え付けられた４つの化粧室の１つにい 

た。その診断結果は、肋骨骨折及び全身打撲で全治２ヶ月であった 。

（2）軽傷を負った乗客７名のうち２名は、客室最後部の化粧室にいた。１名は客 

室最後部の化粧室の外で順番待ちをしていた。また、１名は２階客室の化粧室 

の中にいた。軽傷を負った残り３名の乗客は、客室後半部のそれぞれの席に着 

席していたが、シートベルトを着用していなかった。

軽傷を負った乗客の診断結果は、頭部打撲及び頸椎捻挫が多く、全治１～２ 

週間であった。

（3）軽傷を負った外国人客室乗務員は、客室後方のギャレーにおいて作業中であ 

った。その診断結果は頸椎捻挫及び背部打撲であった 。

２.３ 航空機の損壊に関する情報

2.3.1 損壊の程度

小 破

2.3.2 航空機各部の損壊の状況

客室内の次の３カ所に損壊があった 。

（1）Ｒ４ドア近傍の天井パネルにひっかき傷があった。

（2）Ｌ４ドア近傍の化粧室内収納ボックスが変形していた 。

（3）５３列ＡＢＣ席上部パネルが損壊していた。

２.４ 乗組員に関する情報

機長 男性 ４８歳

定期運送用操縦士技能証明書 第２９５０号

昭和６０年８月２１日

限定事項 ボーイング式７４７型 昭和６０年８月２１日

ボーイング式７４７－４００型 平成７年２月１４日

第１種航空身体検査証明書 第１７８６２１１４号

有効期限 平成９年６月２２日

総飛行時間 １０，３４０時間３１分

最近３０日間の飛行時間 ５０時間５４分

同型式機による飛行時間 １，１５６時間５９分

最近３０日間の飛行時間 ５０時間５４分



副操縦士 男性 ２９歳

事業用操縦士技能証明書 第１３９１１号

平成６年１月２７日

限定事項 ボーイング式７４７－４００型 平成７年１１月１３日

第１種航空身体検査証明書 第１７８４０７４９号

有効期限 平成９年７月２７日

総飛行時間 ７２２時間１１分

最近３０日間の飛行時間 ５３時間２５分

同型式機による飛行時間 ３９６時間１２分

最近３０日間の飛行時間 ５３時間２５分

２.５ 気象に関する情報

2.5.1 当日１５時まで有効な悪天予想図では、同機の新潟以降の到着経路上に、Ｆ

Ｌ２３０～２８０で並の晴天乱気流が予想されていた 。

また、同１５時のレーダーエコー合成図では、同機の飛行経路上に局部的な雨域 

が記録されていた。

（付図２、３及び４参照）

なお、札幌及び東京ＡＥＩＳにより、１４時４０分頃から、「大子－仙台－佐渡

－大子を結ぶ線に囲まれる区域に雷電が予想される。」旨のＡＲＭＡＤ（国内線用 

空域悪天情報：Area Meteorological Advisory）が放送されていた。

2.5.2 事故現場の南約６０kmに位置する新東京航空地方気象台の事故関連時間帯の 

観測値は、次のとおりであった。

観測時刻（時：分） １４：３０ １５：００ １５：３０

風向 （°） １５０－１６０ １５０ １５０－１６０

風速 （kt） １４ １４ １４

視程 （km） １５ １５ １５

雲 雲量 １／８ １／８ １／８

雲形 層積雲 積雲 積雲

雲底の高さ（ft） ６，０００ ４，０００ ３，０００

雲量 ３／８ ３／８ １／８

雲形 不明 不明 積乱雲

雲底の高さ（ft） 不明 不明 ３，０００

雲量 － － ５／８

雲形 － － 不明



雲底の高さ（ft） － － 不明

気温 （℃） １９ １９ １８

露点温度 （℃） ０９ ０９ ０９

気圧 （inHg） ２９．８５ ２９．８５ ２９．８５

記事（内容は表外） - 記事１ 記事２

記事１：並から強の乱気流が、ＦＬ１５０で成田の北３０nmileに存在。（同 

機が報告したもの。）

記事２：積乱雲が空港の北４０kmに存在し、南東方向に移動中。

なお、事故後の同地方気象台の観測結果によれば、積乱雲及び雷電についての記 

事が記録されており、その記事によれば、新東京国際空港の北に観測された積乱雲 

が南東方向に移動し、その積乱雲に加え、弱い雷電が１７時３５分から１８時にか 

けて同空港の北東から南東方向に移動していた。

３ 事実を認定した理由

３.１ 解析

3.1.1 2.5.2で述べた航空気象観測値によれば、１５時３０分以降から新東京国際 

空港の北に積乱雲が存在しており、更に１７時３５分以降から１８時にかけて、積 

乱雲に加え弱い雷電が同空港の北東から南東方向に移動していた。このことから、 

同機が乱気流に遭遇した１４時５０分ごろには、同空港の北に積乱雲が発生し始め 

たものと考えられる。

3.1.2 同機には、米国サンドストランド社製９８０－４１００－ＤＸＵＳ型デジタ 

ル式飛行記録装置（ＤＦＤＲ）が装備されていた。その解析の結果、１４時４９分 

２５秒ごろに、気圧高度１６，０００ftを過ぎた付近で、垂直加速度の最大値１．８Ｇ

が記録され、その後約１５秒おきに垂直加速度０．５Ｇから１．５Ｇに至る大きな 

変化が２回発生し、１４時５０分０４秒ごろから同分０９秒ごろにかけて、垂直加 

速度－０．８Ｇから１．７Ｇが記録されている。この最後の大きな変化は、気圧高度 

１５，３００ftを過ぎた付近であった 。

このこと及び２.１で述べた客室乗務員の口述から、同機が気圧高度１５，３００ft 
付近を飛行中、乱気流に遭遇して機体が揺れ、一部の乗客及び客室乗務員が負傷 

したものと認められる。

なお、操縦室用音声記録装置（ＣＶＲ）については、事故発生からＣＶＲの停止



まで３０分以上の時間が経過し、事故当時の記録は消去されていたため、当時の記 

録は残されていなかった。

（付図５参照）

3.1.3 同社の社内規定（オペレーション・マニュアル）によれば、客室乗務員は乗 

客に対し、「乱気流中の飛行等、航行中のベルト着用サイン点灯時においては、機 

内アナウンスによりその徹底を図る。」、「ベルト着用サイン消灯後であっても着 

席中は常時座席ベルトを着用するよう指導する。」こととされており、また、「客 

室乗務員は、離着陸時およびベルト着用サイン点灯時には、所定の座席に着席し座 

席ベルトを着用する。」こととされている。

一部の乗客及び客室乗務員が負傷したことについては、乱気流に遭遇し、急激に 

機体が上下に揺れた際、自らの席を離れていたか、シートベルトを着用せずに着席 

していたことによるものと推定される。

４ 原因

本事故は、同機が飛行中、乱気流に遭遇し、急激に機体が上下に揺れた際、自らの 

席を離れていたか、シートベルトを着用せずに着席していたため、乗客及び客室乗務 

員の一部が負傷したものであると推定される 。



５ 参考事項

日本航空株式会社は、同社の社内規定（オペレーション・マニュアル）において、 

乱気流中の飛行及び乱気流が予想された場合に乗務員が対応するための規定を定めて 

いるが、本事故後、同社の運航本部及び客室本部は、乱気流による事故防止のため、 

運航乗員部長通達（「タービュランスに対する迅速・的確な対応について」平成９年 

７月２日付け）等により、次に掲げる確認事項の徹底を図った 。

（1）運航乗務員に対する確認事項

① 乱気流に遭遇すると予想される時刻、継続時間、揺れの程度等をできるだけ 

具体的に且つ早い時点で客室乗務員に連絡し、注意喚起を行う。

② シートベルト着用サインを点灯する際には、可能な限り機長又は代行者がシ

ートベルト着用の機内放送を行い、乗客への注意喚起また客室乗務員への警告 

を行う。

③ 客室内がシートベルト着用サインを点灯時にすぐに対応できるよう、客室乗 

務員との緊密なコミュニケーションを行う。

（2）客室乗務員に対する確認事項

① 乗務員間の緊密な連絡、航路上の天候の確認を行う。

② シートベルト着用サイン点灯時の機内放送による着用指導及び長時間点灯時 

の適切な間隔での繰り返しの機内放送による着用指導を行う 。



付図１ 推定飛行経路図
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